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⼀般論と15年の
自身の経験から

高度技術系専門職（エキスパート）
を目指すためには

 エキスパートとは
 技術的な成⻑と精神的な成⻑
 人材と人財
 まとめ
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【所属】富山大学 研究推進機構 機器分析施設（2006年〜）
【職位】技術専門職員
【職務】全学共同利⽤機器の分析機器の管理、分析を担当

（FIB、FE-SEM、XPS、XRD、TG-MS、GC-MS））
操作講習会、外部利⽤への対応、メンテナンス、
分析相談対応 など
機器の前にいる時間が至福の時間
趣味＝仕事 そんな自分に転機が…

様々な疑問を持つようになる
 どうしたら、技術職員が認められる︖
 年々⽇々の忙しさは激増しているのは、何故︖
 増え続ける仕事量をこなしても、満たされないのは、何故︖

自己紹介



エキスパートとは
（ナノテクプラットフォームの場合）

タイトル、著者名、出版社名（ディスカヴァー・トゥエンティワン）

『⽂部科学省ナノテクノロジープラットフォーム先端共⽤施設・技術プラットフォーム展望調査WG報告書』
（2019年）より引⽤
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引⽤︓平⽥暁⼦（2019），「研究基盤を支える教育研究支援系技術職員のキャリアパスに関する⼀考察」
研究・イノベーション学会第34回年次学術大会講演要旨集.

研鑚例（アンケート結果から）
－これまでの技術研鑚、キャリアアップに有効だったと思われる方法－

タイトル、著者名、出版社名（ディスカヴァー・トゥエンティワン）
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資格（電⼦顕微鏡認定試験等）取得のための学習

研究者との共同研究

学内外からの依頼対応による工夫

大学連携研究設備NW講習会

地域の合同技術職員研修への参加

学内の技術職員研修への参加

五大分析コミュニティへの参加

「機器・分析技術研究会」への参加

学会への参加

メーカーの講習会、ユーザーズミーティング等…

メーカーのラボ、サービスマンからの情報収集

メーカーのWEBサイト、会員登録による情報収集

マニュアル、書籍等の熟読
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技術的な成長と精神的な成長

どうしたら…︖○○の分析技術
取得︕

□□を得たい
から、○の分析
技術が必要︕

技術的な成⻑ 精神的な成⻑
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引⽤︓平⽥・大原・江端（2020），「研究基盤を支える教育研究支援系技術職員のキャリアパスに関する⼀考察」
（第⼆報）〜技術研鑚・キャリアアップについて〜研究・イノベーション学会第34回年次学術大会講演要旨集.

タイトル、著者名、出版社名（ディスカヴァー・トゥエンティワン）
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研鑚例（アンケート結果から）
－どのように研鑚、キャリアアップしたらよいかわからない経験
の有無とロールモデルの存在の関係について－
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まとめ

タイトル、著者名、出版社名（ディスカヴァー・トゥエンティワン）

自身の考え…

 自身のミッションを考える
 自身が考える「エキスパート」をイメージ
 技術的な成⻑と精神的な成⻑のバランス、タイミン

グが重要
 「モチベーションの維持」にどう取り組むか
 ロールモデルを⾒つけよう︕
 自身の強みを⾒つける
 「技術」の仕事であっても、「人」との縁が重要
 「人財」を目指そう︕
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平田 暁子（富山大学）

ご清聴、
ありがとうございました。

～これまでの感謝をこめて～


